













（ 続紙 １ ）                             



































































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
アフリカ社会において、「子ども」はその人口のうちの多くを占める。それにもかか
わらず、アフリカ地域研究および文化人類学研究においては、「子ども」を真摯な考察
の対象とした研究は最近になるまでほとんどなかった。こうした状況において本論文
は、マリンケ社会における共同労働組織として知られてきた「トン(ton)」が近年子ど
もによって担われることが多くなってきていることに注目し、調査村におけるトンの通
時的な変遷と現在の経済活動を明らかにするとともに、トンでしばしば行われる会議に
おける会話の組織化のされ方の特徴、トンが子どもの教育に関して果たす役割、マリン
ケ社会における学びのあり方の特徴などについて検討したものである。 
本論文の優れた点は、以下の3点にまとめられる。 
まず本論文は、現代のマリンケ社会における共同労働組織トンのありようについて詳
細な民族誌的記述を行うことに成功している。マリンケにおいてトンは「村落社会の縮
図」といわれ、村落の公共領域に関わる共同労働や農作業、成員間の相互扶助を行うこ
とを通じて近代化に寄与するものとして、植民地期以前から注目されてきた。しかし、
かつてトンを構造化していた伝統的な社会制度が軒並み衰退の途をたどるなか、通時的
な変遷を含めたトンに関する包括的な記述は欠落していた。こうした状況で本論文は、
1991年のマリの民主化と前後して爆発的に増えてきた、子どもや女性たちによって営ま
れるトンの新たなかたちと現代マリンケ社会におけるその位置づけを明らかにした。 
第2の優れた点は、会話分析や相互行為分析を援用して、トンを始めとする子どもの
同輩集団における日常的な活動の精緻な分析を行ったことである。近年隆盛しつつある
言語的社会化論やコンピテンス学派の研究では、どのように同輩の文化(peer culture)が
作られ維持されるのかについての関心が高まっている。しかし、こうした研究が主要な
分析ツールとする会話分析や相互行為分析は、高度な言語能力と膨大かつ緻密な作業を
必要とするため、欧米やアジアの主要な言語圏以外での研究はほとんどない。これに対
して本論文は、マリンケ語についての会話資料の詳細かつ忍耐強い検討から、例えば、
それまで「伝統的な」もしくは「マリンケの」やり方をもつといわれてきた「発言」と
「合意」が、どのようなやりとりの組織化によって成立しているのかを明らかにしてい
る。これは言語的社会化論やコンピテンス学派の研究に数多くの貴重な事例分析を提供
するだけではなく、その理論的な視座を改訂する可能性を秘めたものである。 
上記の2点を組み合わせることによりマリンケにおける社会化と社会の再生産を統合
的に論じていることが、本論文の第3の優れた点である。著者によれば、マリンケで
は、子どもたちが同輩集団内で大人の社会関係や規範を模倣しそこに彼らなりの創造性
を加えることで、また大人がそうした子どもたちの自律的な活動を承認し補助すること
  
で、社会化と社会の再生産が達成されてきた。こうした考察は、ミクロな相互行為の分
析とマクロな社会理論を架橋し、アフリカ地域研究に新しい有望な領域を切り拓くもの
といえるであろう。 
このように本論文は、マリンケ社会における子どもの社会的活動についての詳細な分
析を行うことにより、アフリカ地域研究および文化人類学研究に重要な貢献を行った。
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また平成
28年1月25日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
なお本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
